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グラフィックディスプレイモジュール 

 

AN-3289 

GP1202B02A

双葉蛍光表示管モジュール『GP1202B02A』は、双葉蛍光表示管を使

用した画素数 160×64 のグラフィック表示用モジュールです。 
このモジュールは、蛍光表示管、CPU及び電源回路から構成されて

おり、クロック同期シリアル通信によりホストシステムと接続する事がで

きます。 
また、本製品にはフォント ROM が搭載されており、簡体字、繁体字、

日本語、韓国語の表示が可能です。 



[安全にお使いいただくために] 

 

!   安全にお使いいただくために 

 

 

 

 安全に御使用頂く為に必ず本書をお読み下さい。また、本書はお読みになった後も大切に保管

して下さい。 

 

 

警告 ●モジュール動作中はプリント基板上に高電圧(約59V)が印加されている部品があります。 

感電およびショートによる破損の恐れがある為、製品の金属部分に直接人体が 

触れないようにして頂くとともに、製品の基板上の部分が他の金属部品と接触しない様

にして下さい。 

 

● モジュールの電源回路には、コンデンサが接続されております。 

電源を切った後、直ちに回路をショートするとIC等を破損する事があります。 

(放電には30秒程度の時間を要します。) また、感電の恐れがありますので、製品の 

金属部分に直接人体が触れないようにして下さい。 

 

● モジュールには保護素子が内蔵されており、何らかの不具合が発生した場合、 

保護素子が働き、事故を未然に防ぎます。 

 

● 外部の電源を入れたまま（又はモジュールの電源を入れたまま）電源ケーブルを抜き

差しすることは絶対に避けて下さい。感電の原因になります。 

 

● 蛍光表示管のガラスエッジ、プリント基板エッジ等でのけがを防ぐ為、モジュールの取り

扱いの際には手袋等を着用して下さい。 

 

● 分解、修理、改造は絶対にしないで下さい。 感電や火災の原因になります。 

 

● 廃棄する場合には、特別管理産業廃棄物として処理して下さい。 
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1. 特長 

1-1. 本製品は、画素数160×64ドット、ドットピッチ0.4×0.4mmのグラフィック蛍光表示管モジュールです。 
1-2. このモジュールは、クロック同期シリアル(3.3V)での通信が可能です。 
1-3. DC-DC/ACのコンバータを搭載しているので、5V単一電源で駆動できます。 
1-4. このモジュールはフォントを内蔵しており、簡体字(中国語)、繁体字(中国語)、日本語、韓国語など

が表示可能です。 

 
2. 一般仕様 

2-1. 外形寸法・重量 (付図-1参照) 

  表-1 

項目 仕様 単位 

外形寸法 
横 110.0±1 
縦 47.0±1 
厚さ 22.4 

mm 

重量 Approx. 70 g 

 
2-2. 表示部仕様 

  表-2 

項目 仕様 単位 

画面サイズ 63.9(横)×25.5(縦) mm 

表示内容 160(横)×64(縦) Dot 
ドットサイズ 0.3(横)×0.3(縦) mm 
ドットピッチ 0.4(横)×0.4(縦) mm 

発光色 緑(p505nm) － 

 
2-3. 環境条件 

    表-3 

項目 記号 最小 最大 単位 

動作温度 Topr -40 +85 ℃ 

保存温度 Tstg -40 +85 ℃ 

動作湿度(注) Hopr 20 85 % 
保存湿度(注) Hstg 20 90 % 

振動 (10～55Hz) － － 4 G 
衝撃 － － 40 G 

      注) 結露なきこと。 

 
2-4. 絶対最大定格 

    表-4 

項目 記号 最小 最大 単位 

電源電圧 Vcc -0.3 +6.5 Vdc 
入力信号電圧 VIS -0.3 +3.9 Vdc 
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2-5. 推奨動作条件 

     表-5 

項目 記号 最小 標準 最大 単位 

電源電圧 Vcc 4.5 5.0  5.5 Vdc 
ハイレベル入力電圧 VIH 2.6 － 3.3 V 
ローレベル入力電圧 VIL 0 － 0.6 

ハイレベル入力電流 IIH － － 1 uA 

ローレベル入力電流 IIL － － -1 uA 

 
 

2-6. 標準動作条件における電気的、光学的特性 

      表-6
項目 記号 条件 最小 標準 最大 単位 

電源電流(注1) Icc 
Vcc=5.0V 
全極点灯 

－ 570 700 mA 
消費電力 － － 2.85 3.5 W 
輝度(注2) L 450 900 － cd/m2

ハイレベル出力電圧 VOH 
Vcc=5.0V 
IOH=-1 mA 

2.8 － 3.3 V 

ローレベル出力電圧 VOL 
Vcc=5.0V 
IOL=0.3mA 

0 － 0.5 V 

ハイレベル出力電流 IOH Vcc=5.0V － － -1.0 mA 
ローレベル出力電流 IOL Vcc=5.0V 0.3 － － mA 

注1) 電源投入時、電源電流(最大値)の約5倍のサージ電流が流れることがあります。 
注2) 輝度レベル100%設定時の輝度値です。 
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3.機能概要 
3-1. インタフェース 

a) 機能 
クロック同期のシリアルデータによりVFDの点灯制御を行います。 

 
b) 端子機能説明 

                  表-7 
端子名 機能 

Ｖcc +5Vの電源端子 
SI シリアルデータ入力 

BUSY ビジー信号 
CLK クロック 

CS チップセレクト信号 
GND GND端子 

 
c) クロック同期受信の仕様 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・CS が立ち下がり、200us 以上経過してからデータ転送が可能です。 
・データ 1Byte 毎に BUSY 信号をアクティブにします。 
・データ送信後、BUSY 信号がアクティブになるまで 3us かかります。 
・次のデータを 1Byte 転送する場合は BUSY 信号が解除されてから送信して下さい。 
・BUSY 信号の時間は、CPU の状態により 4us~100us まで変化します。 
・FROM 登録モード時の BUSY 時間は、10 秒以上かかることがあります。 
・CS を立ち上げてから、次の立ち下げまでは 200us 以上、時間をあけて下さい。 

 
 
 
 
 
 
 
 

MSB LSB 

CS  

CLK 

BUSY  

200us MIN
200us  
MIN 

200us 
MIN

1MHz 

3us MIN

4us~100us 
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3-2. 表示メモリ 
3-2-1.メモリエリアと表示エリア 

本モジュールは下図メモリエリアを内蔵しています。表示を行うエリアはメモリエリア内にて指定された

表示エリア（DW）となります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3-2-2. データ書き込み 

任意のデータを表示させるにはメモリエリアへデータの書き込み、書き込んだ位置へDWを移動させ

る必要があります。メモリエリアへデータを書き込む方法は、テキストやBMPデータを書き込む方法と、

FROMに登録済みのデータをコピーする方法があります。 

 
・ 書き込む位置に、既に表示データが存在する場合、新しいデータが上書きされます。 
・ テキストデータ書き込み時は、フォントデータの左上位置のアドレスを指定して下さい。 
・ テキストデータ書き込み後は、書き込んだフォントサイズ分だけ書き込みカーソル位置が右側へシ

フトします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

メ モ リ エ リ ア  
■X=0000H ■X=01FFH

64 dots 

512 dots

表示エリア

（DW）
64 dots 

160 dots

■X=0000H
指定アドレス 
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3-2-3. メモリエリアのアドレスとデータ 
アドレス指定やデータの書き込みは横1ドット縦8ドットのアドレスをバイト単位指定して位置を設定しま

す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3-2-4. FROMのアドレスとデータ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

FROMのBMPデータ登録アドレスとデータの関係は上図の通りです。セクタは64KBの容量で、2つの

セクタを使用することができます。 
FROMにBMPデータの登録する際は、64KB一括で登録します。データが64KBに満たない場合、残り

のメモリエリアにはFFHが書き込まれます。  

X
=
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,Y
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0 
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D0 
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（BMP データ転送） 

 
BOX
サイズ

BOX
サイズ

0001H 

0003H 

0004H 

0005H 

0000H 

0002H 

0006H 

0007H 

FFFFH 

FFFEH 

 

ブロック 0 

…

64KB 
(65536 バイト) 

0001H 

0003H 

0004H 

0005H 

0000H 

0002H 

0006H 

0007H 

FFFFH 

FFFEH 

 

ブロック 1

…

64KB 
(65536 バイト)
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4. コマンド 
以下にコマンド一覧を示します。 
 

コ
マ
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4-1. コマンド詳細 
 以下に各コマンドの詳細を説明いたします。 

 

名称 ： ソフトウェアリセット

コード ： 1Bh, 0Bh
MSB LSB

送信バイト内容 Bit7 Bit6 Bit5 Bit4 Bit3 Bit2 Bit1 Bit0 備考

1Bh 1st 0 0 0 1 1 0 1 1
0Bh 2nd 0 0 0 0 1 0 1 1 ソフトウェアリセット

機能 ： 下記データを以下のように初期化します。

ディミング設定値 ： 04h(100%)
電源ON/OFF ： PW = 0(電源OFF)
表示位置設定 ： DSA = 0
ブリンクモード ： Bm = 0(ブリンク無）

カーソル位置 ： cX = 0, cY = 0
言語設定 ： La =0(簡体字)
フォント設定 ： Fo = 0(16x16ドット仕様）

外字設定 ： Ga = 0（外字OFF）

スクロールボックス位置 ： pX = 0, pY = 0
スクロールボックスサイズ ： sX = 0, sY = 0
スクロール速度設定 ： S = 0(2倍速）

スクロールテキスト ： 256byte全てクリア

スクロールバイト数 ： sL = 0(1byte）

メモリエリア ： All 00h

名称 ： メモリマップクリア

コード ： 1Bh, 0Ch
MSB LSB

送信バイト内容 Bit7 Bit6 Bit5 Bit4 Bit3 Bit2 Bit1 Bit0 備考

1Bh 1st 0 0 0 1 1 0 1 1
0Ch 2nd 0 0 0 0 1 1 0 0 メモリマップクリア

機能 ： メモリマップのデータを全て0にします。

名称 ： ディミング設定

コード ： 1Bh, 20h, D
MSB LSB

送信バイト内容 Bit7 Bit6 Bit5 Bit4 Bit3 Bit2 Bit1 Bit0 備考

1Bh 1st 0 0 0 1 1 0 1 1
20h 2nd 0 0 1 0 0 0 0 0 ディミング設定コマンド

D 3rd D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0 ディミング設定値

3rd byte D D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0 ディミング値

00ｈ 0 0 0 0 0 0 0 0 0%  消灯

01h 0 0 0 0 0 0 0 1 25% 暗い

02h 0 0 0 0 0 0 1 0 50%
03h 0 0 0 0 0 0 1 1 75%
04h 0 0 0 0 0 1 0 0 100% 明るい(初期値)

機能 ： VFDのディミング値(輝度)を設定します。
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名称 ： 電源ON／OFF設定

コード ： 1Bh, 21h, PW
MSB LSB

送信バイト内容 Bit7 Bit6 Bit5 Bit4 Bit3 Bit2 Bit1 Bit0 備考

1Bh 1st 0 0 0 1 1 0 1 1
21h 2nd 0 0 1 0 0 0 0 1 電源設定コマンド

PW 3rd * * * * * * * PW 初期値は電源OFF(PW=0)

機能 ： VFD電源ON/OFFを制御するコマンドです。PW = 0の場合は電源OFF、PW = 1の場合は電源ONとします。

・表示用電源ON/OFFの状態は、次の表示用電源ON/OFF設定コマンドの入力、ソフトウェアリセットの実行、

　電源OFFまで有効となります。

名称 ： 表示位置設定

コード ： 1Bh, 22h, DSA
MSB LSB

送信バイト内容 Bit7 Bit6 Bit5 Bit4 Bit3 Bit2 Bit1 Bit0 備考

1Bh 1st 0 0 0 1 1 0 1 1
22h 2nd 0 0 1 0 0 0 1 0 表示位置設定コマンド

3rd * * * * * * * DSA8

4th DSA7 DSA6 DSA5 DSA4 DSA3 DSA2 DSA1 DSA0

機能 ： 表示メモリマップ上のどの位置を表示するか制御するコマンドです。

・表示開始位置（DSA[8..0]）で指定された位置が左端となるように表示位置を移動します。

設定位置(DSA) 表示エリア メモリエリア

0 ① 2 ・・・ 509 510 511

※Y方向の設定はできません。（表示はメモリエリア上最上位段からのデータとなります。）

名称 ： ブリンク設定

コード ： 1Bh, 23h, BM, Bt
MSB LSB

送信バイト内容 Bit7 Bit6 Bit5 Bit4 Bit3 Bit2 Bit1 Bit0 備考

1Bh 1st 0 0 0 1 1 0 1 1
23h 2nd 0 0 1 0 0 0 1 1 ブリンク設定コマンド

BM 3rd * * * * * * BM1 BM0 ブリンクモード

Bt 4th Bt7 Bt6 Bt5 Bt4 Bt3 Bt2 Bt1 Bt0 点滅時間

3rd byte BM1 BM0 ブリンクモード

0 0 点滅無(初期値）

0 1 ON/OFF逆転点滅

1 * 全OFF／表示点滅

機能 ： 全画面を表示ブリンク（点滅）を制御します。

・ブリンクモード（BM[2..0]）にて点滅方法を設定します。

・(Bt[7..0] + 1)  × 約500msで表示が切り替わります。

・ブリンク表示の状態は、次のブリンク設定コマンドの入力、ソフトウェアリセットの実行、電源OFFまで有効となります。

DSA
初期値は0
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名称 ： BMP書き込み

コード ： 1Bh, 2Eh, pX, pY, sX, sY, Data
MSB LSB

送信バイト内容 Bit7 Bit6 Bit5 Bit4 Bit3 Bit2 Bit1 Bit0 備考

1Bh 1st 0 0 0 1 1 0 1 1
2Eh 2nd 0 0 1 0 1 1 1 0 BMP書込コマンド

3rd * * * * * * * pX8
4th pX7 pX6 pX5 pX4 pX3 pX2 pX1 pX0

Py 5th * * * * * pY2 pY1 pY0 書込開始上位置

6th * * * * * * * sX8
7th sX7 sX6 sX5 sX4 sX3 sX2 sX1 sX0

sY 8th * * * * * sY2 sY1 sY0 書込サイズ高

Data
9th
～

任意データ
((sX+1) × (sY+1))byte

3rd/4th byte pX8 pX7 pX6 pX5 pX4 pX3 pX2 pX1 pX0 書き込み開始左位置

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 1 1
0 0 0 0 0 0 0 1 0 2…

1 1 1 1 1 1 1 1 0 510
1 1 1 1 1 1 1 1 1 511

5th byte pY2 pY1 pY0 書き込み開始上位置

0 0 0 アドレス位置0
0 0 1 アドレス位置1
0 1 0 アドレス位置2…

1 1 0 アドレス位置6
1 1 1 アドレス位置7

6th/7th byte sX8 sX7 sX6 sX5 sX4 sX3 sX2 sX1 sX0 書き込みサイズ横幅

0 0 0 0 0 0 0 0 0 1ドット

0 0 0 0 0 0 0 0 1 2ドット

0 0 0 0 0 0 0 1 0 3ドット…

1 1 1 1 1 1 1 1 0 511ドット

1 1 1 1 1 1 1 1 1 512ドット

8th byte sY2 sY1 sY0 書き込みサイズ高

0 0 0 8ドット

0 0 1 16ドット

0 1 0 24ドット…

1 1 0 56ドット

1 1 1 64ドット

機能 ： メモリエリアに任意のBMPデータを書き込みます。

・書き込み開始位置（pX[8..0]_pY[2..0]）から書き込みデータ（Data）を縦方向順に書き込み、書き込みサイズ

　高(sY[2..0])分書き込み後、1行右となりの書き込み開始上位置(pY[2..0])から同じように書き込みます。

・横方向に書き込みサイズ横幅(sX[8..0])分書き込みが完了した時点でコマンド終了となります。

・書き込みエリアがメモリエリア右端（pX=511）を超えた場合、メモリエリア右端（pX=511）まで書き込み後、

　書き込み位置はメモリエリア（pX=0）へ移動します。

・書き込みエリアがメモリエリア下端（pY=7）を超えた場合、メモリエリア下端（pY=7）まで書き込み後、

　書き込み位置はメモリエリア上端（pY=0）へ移動します。

・フォントサイズが8x16の時、Y=7の行に入力しても表示されない。

　　　　　　　　　　　　　　pX[8..0] pY[2..0] sX[8..0]

0_0 1_0 2_0 ・・・ 509_0 510_0 511_0

0_1 ①_① 2_1 509_1 510_1 511_1
0_2 1_2 2_2 509_2 510_2 511_2… … … … … … … … …

0_6 1_6 2_6 509_6 510_6 511_6

0_7 1_7 2_7 509_7 510_7 511_7

Px

sX

…

…

書込開始左位置

書込サイズ幅

…

…
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名称 ： BMPデータ読み出し

コード ： 1Bh, 2Fh, pX, pY, sX, sY, B, Fr
MSB LSB

送信バイト内容 Bit7 Bit6 Bit5 Bit4 Bit3 Bit2 Bit1 Bit0 備考

1Bh 1st 0 0 0 1 1 0 1 1
2Fh 2nd 0 0 1 0 1 1 1 1 BMP読込コマンド

3rd * * * * * * * pX8
4th pX7 pX6 pX5 pX4 pX3 pX2 pX1 pX0

pY 5th * * * * * pY2 pY1 pY0 書込開始上位置

6th * * * * * * * sX8
7th sX7 sX6 sX5 sX4 sX3 sX2 sX1 sX0

sY 8th * * * * * sY2 sY1 sY0 書込サイズ高

B 9th * * * * * * * B0 ブロック

10th Fr15 Fr14 Fr13 Fr12 Fr11 Fr10 Fr9 Fr8
11th Fr7 Fr6 Fr5 Fr4 Fr3 Fr2 Fr1 Fr0

3rd/4th byte pX8 pX7 pX6 pX5 pX4 pX3 pX2 pX1 pX0 書き込み開始左位置

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 1 1
0 0 0 0 0 0 0 1 0 2…

1 1 1 1 1 1 1 1 0 510
1 1 1 1 1 1 1 1 1 511

5th byte pY2 pY1 pY0 書き込み開始上位置

0 0 0 0
0 0 1 1
0 1 0 2…

1 1 0 6
1 1 1 7

6th/7th byte sX8 sX7 sX6 sX5 sX4 sX3 sX2 sX1 sX0 書き込みサイズ横幅

0 0 0 0 0 0 0 0 0 1ドット

0 0 0 0 0 0 0 0 1 2ドット

0 0 0 0 0 0 0 1 0 3ドット…

1 1 1 1 1 1 1 1 0 511ドット

1 1 1 1 1 1 1 1 1 512ドット

8th byte sY2 sY1 sY0 書き込みサイズ高

0 0 0 8ドット

0 0 1 16ドット

0 1 0 24ドット…

1 1 0 56ドット

1 1 1 64ドット

9th ～ 11th byte B0 Fr15 Fr14 Fr13 ・・・ Fr2 Fr1 Fr0 FROM格納アドレス

0 0 0 0 0 0 0 000000h
0 0 0 0 0 0 1 000001h
0 0 0 0 0 1 0 000002h…

1 1 1 1 1 1 0 01FFFEh
1 1 1 1 1 1 1 01FFFFh

01FFFFh - FROM格納アドレス（B[1..0],Fe[15..0])　≧　書き込みサイズ横幅（sX) × 書き込みサイズ高(sY)

機能 ： FROM格納アドレス（B[1..0],Fe[15..0]）からデータをメモリエリアに転送します。

FROMの指定位置に登録されているBMPデータを書き込み開始位置(pX[8..0] pY[2..0])から縦方向に

書き込こみ、書き込みサイズ高(sY[2..0])分書き込み後、1行右隣の書き込み開始上位置(pY[2..0])から

同じように書き込みます。

これを繰り返し書き込みサイズ横幅(sX[8..0])分書き込み、コマンド終了となります。

FROMのアドレスがBMP登録エリア（01FFFFh）を超えた場合、その時点で書き込みを終了します。

…

…

書込開始左位置

書込サイズ幅

…

…

pX

sX

Fr 読み込み開始フラッシュアドレス

…
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名称 ： カーソル位置設定

コード ： 1Bh, 30h, cX, cY
MSB LSB

送信バイト内容 Bit7 Bit6 Bit5 Bit4 Bit3 Bit2 Bit1 Bit0 備考

1Bh 1st 0 0 0 1 1 0 1 1
30h 2nd 0 0 1 1 0 0 0 0 カーソル位置設定コマンド

3rd * * * * * * * cX8
4th cX7 cX6 cX5 cX4 cX3 cX2 cX1 cX0

cY 5th * * * * * cY2 cY1 cY0 y位置

機能 ： テキストデータを書き込む位置（カーソル）を設定します。

・表示メモリエリア上x、y位置(cX[8..0],xY[2..0])にカーソルポジションが設定されます。

・アドレス視点メモリマップ参照の上、(cX[8..0],xY[2..0])でカーソルポジションが設定されます。

名称 ： 言語設定

コード ： 1Bh, 32h, La
MSB LSB

送信バイト内容 Bit7 Bit6 Bit5 Bit4 Bit3 Bit2 Bit1 Bit0 備考

1Bh 1st 0 0 0 1 1 0 1 1
32h 2nd 0 0 1 1 0 0 1 0 言語設定コマンド

La 3rd * * * * * * La La

3rd byte La Bit1 Bit0 言語設定

0 0 0 簡体字(初期値）

1 0 1 繁体字

2 1 0 日本語

3 1 1 韓国語

機能 ： テキストデータの簡体字、繁体字、日本語および韓国語を切替えるコマンドです。

・テキストスクロール、文字書き込みどちらの文字にも有効となります。

・本コマンドは表示済みのデータには影響せず、設定後に書き込むデータやスクロールから

  反映されます。

・文字入力時、指定範囲外のコードが入力されたら、廃棄です。

名称 ： テキストサイズ設定

コード ： 1Bh, 33h, Fo
MSB LSB

送信バイト内容 Bit7 Bit6 Bit5 Bit4 Bit3 Bit2 Bit1 Bit0 備考

1Bh 1st 0 0 0 1 1 0 1 1
33h 2nd 0 0 1 1 0 0 1 1 テキストサイズ設定コマンド

Fo 3rd * * * * * * * Fo

3rd byte Fo フォント設定

0 16x16サイズ文字(初期値）

1 6x8サイズ文字

機能 ： テキストデータのフォントサイズを切り替えるコマンドです。

・テキストスクロール、文字書き込みどちらの文字にも有効となります。

・本コマンドは表示済みのデータには影響せず、設定後に書き込むデータやスクロールから反映されます。

x位置cX
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名称 ： 外字ON/OFF設定

コード ： 1Bh, 34h, Ga
MSB LSB

送信バイト内容 Bit7 Bit6 Bit5 Bit4 Bit3 Bit2 Bit1 Bit0 備考

1Bh 1st 0 0 0 1 1 0 1 1
34h 2nd 0 0 1 1 0 1 0 0 外字ON/OFFコマンド

Ga 3rd * * * * * * * Ga

3rd byte Ga フォント設定

0 外字を使用しない

1 外字を使用する

機能 ： 登録した外字文字を有効にするか無効にするかを切替えるコマンドです。

（但し6x8フォントと8x16フォント文字のみ）

・テキストスクロール、文字書き込みどちらの文字にも有効となります。

・本コマンドは表示済みのデータには影響せず、設定後に書き込むデータやスクロールから

  反映されます。

名称 ： 半角文字書き込み（又は半角外字書き込み）

コード ： 20h～7Fh
・1st Byteが20h～7Fhの場合には、カーソル位置を文字左上位置として半角文字をメモリエリアへ

  書き込みます。

・言語設定、テキストサイズ設定、外字ON/OFF設定が 反映されます。

・外字設定ONにて外字文字を登録してあるコードを指定した場合は外字文字を表示し、

　外字文字の設定がないコードについては内蔵フォントを表示します。

・フォント設定にて設定しているテキストサイズにて書き込みます。

・テキストデータ書き込み後、カーソル位置はフォントサイズに応じて1文字分移動されます。

名称 ： 全角文字書き込み

コード ： 80**h～FD**h
・1st Byteが80h～FDhの場合には2nd Byte取得後、全角文字をメモリエリアに書き込みます。

・言語設定が反映されます。外字ON/OFF設定は反映されません。

・テキストサイズ設定が6x8フォントの場合、イリーガルコマンドとします。
・テキストデータ書き込み後、カーソル位置はフォントサイズに応じて1文字分移動されます。

・内蔵フォントで登録されていない箇所を指定した場合は不定データとなりますので設定しないように

　して下さい。

名称 ： 全角外字文字書き込み

コード ： FEA1h～FEB0h
・1st ByteがFEhの場合には2nd Byte取得後、全角外字文字をメモリエリアに書き込みます。

・外字ON/OFF設定が反映されます。

・外字がOFFの場合は、フォントから読み出さずに空白文字を書き込みます。

・テキストサイズ設定が6x8フォントの場合、イリーガルコマンドとします。

・テキストデータ書き込み後、カーソル位置はフォントサイズに応じて1文字分移動されます。

・2nd Byteが外字領域範囲外を指定した場合は不定データとなりますので設定しないようにして下さい。
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名称 ： スクロールボックス設定

コード ： 1Bh, 40h, pX, pY, sX, sY
MSB LSB

送信バイト内容 Bit7 Bit6 Bit5 Bit4 Bit3 Bit2 Bit1 Bit0 備考

1Bh 1st 0 0 0 1 1 0 1 1
40h 2nd 0 1 0 0 0 0 0 0 スクロールサイズ設定コマンド

3rd * * * * * * * pX8
4th pX7 pX6 pX5 pX4 pX3 pX2 pX1 pX0

pY 5th * * * * * pY2 pY1 pY0 ボックス位置上位置

6th * * * * * * * sX8
7th sX7 sX6 sX5 sX4 sX3 sX2 sX1 sX0

sY 8th * * * * * sY2 sY1 sY0 ボックスサイズ高

3rd/4th byte pX8 pX7 pX6 pX5 pX4 pX3 pX2 pX1 pX0 ボックス左位置

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 1 1
0 0 0 0 0 0 0 1 0 2…

1 1 1 1 1 1 1 0 1 509
1 1 1 1 1 1 1 1 0 510
1 1 1 1 1 1 1 1 1 511

5th byte pY2 pY1 pY0 ボックス上位置

0 0 0 0
0 0 1 1
0 1 0 2…

1 1 0 6
1 1 1 7  (※フォントサイズ6*8のみ)

6th/7th byte sX8 sX7 sX6 sX5 sX4 sX3 sX2 sX1 sX0 ボックスサイズ横幅

0 0 0 0 0 0 0 0 0 1ドット

0 0 0 0 0 0 0 0 1 2ドット

0 0 0 0 0 0 0 1 0 3ドット…

0 1 0 0 1 1 1 1 1 158ドット

0 1 0 1 0 0 0 0 0 159ドット

0 1 0 1 0 0 0 0 1 160ドット

8th byte sY2 sY1 sY0 ボックスサイズ高

* * * フォントサイズ16(8)*16  16ドット

* * * フォントサイズ6*8  8ドット

機能 ： スクロールボックスを設定するコマンドです。

テキストスクロールは本コマンドで指定したボックス内で動作します。

本コマンドにてスクロール用のボックス位置(pX[8..0] , pY[2..0])、ボックスサイズ(sX[8..0], sY[2..0])を設定します。

スクロール中に何か受信した場合は、スクロールを中止する。(FROM解除コマンドも対象となる)

スクロール時に、スクロールボックスを変更する場合、スクロールボックス変更後に文字書込みを行うよう、

同じ文字の場合でも再度文字書込みを行う必要があります。

スクロールボックスの設定の際、高さ設定(8th byte)については値を入力しても反映されず、フォントサイズにより

自動的に高さが設定されます。

ボックス左位置は表示エリア内のみ指定可能です。

ボックスサイズ橫幅は左位置から表示エリア内に収まる幅のみしか指定できません。(最大160ドット)

pX

sX

…

ボックス位置左位置

ボックスサイズ幅

…

…
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名称 ： スクロール速度設定

コード ： 1Bh, 41h, S
MSB LSB

送信バイト内容 Bit7 Bit6 Bit5 Bit4 Bit3 Bit2 Bit1 Bit0 備考

1Bh 1st 0 0 0 1 1 0 1 1
41h 2nd 0 1 0 0 0 0 0 1 スクロール速度設定コマンド

S 3rd * * * * S3 S2 S1 S0 速度設定

3rd byte S3 S2 S1 S0 速度

0 0 0 0 1ドット/約10ms (2倍速)
1ドット/(S[3..0]) x 約20ms）

機能 ： スクロール時の速度を設定します。

スクロール速度は目安であり、スクロールサイズやフォントサイズによって遅くなったりちらついたりする

可能性があります。

*1h～*Fh

名称 ： テキストスクロール文字設定

コード ： 1Bh, 50h, tL,Data
MSB LSB

送信バイト内容 Bit7 Bit6 Bit5 Bit4 Bit3 Bit2 Bit1 Bit0 備考

1Bh 1st 0 0 0 1 1 0 1 1
50h 2nd 0 1 0 1 0 0 0 0 スクロールテキスト書込コマンド

tL 3rd tL7 tL6 tL5 tL4 tL3 tL2 tL1 tL0 テキスト長（バイト数）

Data
4th
～

スクロールテキストデータ

機能 ： テキストスクロールの文字を登録コマンドです。

・テキストクロール文字は登録テキスト長（tL[7..0])分のデータを登録します。

名称 ： テキストスクロール開始

コード ： 1Bh, 51h
MSB LSB

送信バイト内容 Bit7 Bit6 Bit5 Bit4 Bit3 Bit2 Bit1 Bit0 備考

1Bh 1st 0 0 0 1 1 0 1 1
51h 2nd 0 1 0 1 0 0 0 1 テキストスクロール開始コマンド

機能 ： テキストスクロールを開始するコマンドです。

・スクロール中に他コマンドを受け付けるとスクロールを即時終了します。
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名称 ： FROM登録モード移行

コード ： 1Ah, A0h
MSB LSB

送信バイト内容 Bit7 Bit6 Bit5 Bit4 Bit3 Bit2 Bit1 Bit0 備考

1Ah 1st 0 0 0 1 1 0 1 0
A0h 2nd 1 0 1 0 0 0 0 0 FROMモード移行コマンド

機能 ： FROM登録モードへ移行します。

・FROM登録モード中、表示は全消灯、VFD用電源はOFFとなります。

・本コマンドは起動時の最初のコマンドの場合のみ有効となります。

名称 ： FROM登録モード解除

コード ： 1Ah, A1h
MSB LSB

送信バイト内容 Bit7 Bit6 Bit5 Bit4 Bit3 Bit2 Bit1 Bit0 備考

1Ah 1st 0 0 0 1 1 0 1 0
A1h 2nd 1 0 1 0 0 0 0 1 ノーマルモード移行コマンド

機能 ： FROM登録モードを解除し、ノーマルモードへ移行します。

・リセット処理後ノーマルモードへ移行します。

・本コマンドはFROM登録モード時のみ有効となります。

名称 ： BMPデータFROM登録

コード ： 1Ah, A2h, B, Fw, Data
MSB LSB

送信バイト内容 Bit7 Bit6 Bit5 Bit4 Bit3 Bit2 Bit1 Bit0 備考

1Ah 1st 0 0 0 1 1 0 1 0
A2h 2nd 1 0 1 0 0 0 1 0 BMPデータ登録コマンド

B 3rd * * * * * * * B0 ブロック

4th Fw15 Fw14 Fw13 Fw12 Fw11 Fw10 Fw9 Fw8
5th Fw7 Fw6 Fw5 Fw4 Fw3 Fw2 Fw1 Fw0

Data
6th
～

書き込むデータ
(1～65536 Byte)

3rd byte B0 書き込みブロック

0 ブロック0
1 ブロック1

4th/5th byte Fw15 Fw14 Fw13 Fw12 ・・・ Fw3 Fw2 Fw1 Fw0 書き込みデータ長バイト

0 0 0 0 0 0 0 0 1バイト

0 0 0 0 0 0 0 1 2バイト

0 0 0 0 0 0 1 0 3バイト…

1 1 1 1 1 1 1 0 65535バイト

1 1 1 1 1 1 1 1 65536バイト

機能 ： FROMへBMPデータを登録します。

・FROMのブロック(B[1..0])の各アドレス0000hから書き込みデータ長（Fw[15..0])分のBMPデータを登録します。

・本コマンドでデータを登録する前に必ずFROMデータ消去コマンドでユーザーメモリを消去して下さい。

・登録したBMPデータはBMPデータ転送にて表示することができます。
・本コマンドはFROM登録モード時のみ有効となります。

…

Fw 書き込みデータ長
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名称 ： 外字登録（16x16フォント）

コード ： 1Ah, A3h, Fb, Data
MSB LSB

送信バイト内容 Bit7 Bit6 Bit5 Bit4 Bit3 Bit2 Bit1 Bit0 備考

1Ah 1st 0 0 0 1 1 0 1 0
A3h 2nd 1 0 1 0 0 0 1 1 外字登録モード(16×16フォント)
Fb 3th * * * * Fb3 Fb2 Fb1 Fb0 登録文字数

Data
4th
～

書き込むデータ
一文字当たり32byte ×　(Fb+1)

機能 ： 16x16ドットフォントの外字を登録します。

・書き込みアドレスはFEA1hを先頭にFEB0hまで書き込み順に登録されます。

・書き込みデータは先頭アドレス（d1）から順に書き込ます。（外字登録イメージ参照）

・4thバイト以降、登録文字数(Fb[3..0]) ｘ 32バイト/1文字を外字データとします。

・16x16フォントの外字を読み出す場合は、指定アドレスが決まっているのでアドレスデータは不要と なります。

・本コマンドでデータを登録する前に必ずFROMデータ消去コマンドでユーザーメモリを消去して下さい。

・本コマンドはFROM登録モード時のみ有効となります。

名称 ： 外字登録（8x16フォント）

コード ： 1Ah, A4h, Fb, Ra, Data
MSB LSB

送信バイト内容 Bit7 Bit6 Bit5 Bit4 Bit3 Bit2 Bit1 Bit0 備考

1Ah 1st 0 0 0 1 1 0 1 0
A4h 2nd 1 0 1 0 0 1 0 0 外字登録モード(8×16フォント)
Fb 3th * * * * Fb3 Fb2 Fb1 Fb0 登録文字数

Ra 4th * Ra6 Ra5 Ra4 Ra3 Ra2 Ra1 Ra0 登録アドレス

Data
5th
～

書き込むデータ
一文字当たり16byte

機能 ： 8x16フォントの外字を登録します。

・登録文字数(Fb[3..0])にて文字数を設定後、登録アドレスを20h-7Fhで指定後、外字データ（16バイト）を

　書き込みます。登録文字は、登録アドレス+外字データ（16byte)を1文字分とし、登録文字数分を登録し、

  コマンド終了となります。

・登録アドレス00h～1Fhへ登録はできません。

・書き込みデータは先頭アドレス（d1）から順に書き込ます。（外字登録イメージ参照）

・外字ON設定かつ、テキストサイズ設定が16ドットサイズの時に登録アドレスと同じアドレスを指定する

  ことで表示できます。

・本コマンドでデータを登録する前に必ずFROMデータ消去コマンドでユーザーメモリを消去して下さい。

・本コマンドはFROM登録モード時のみ有効となります。

名称 ： 外字登録（6x8フォント）

コード ： 1Ah, A5h, Fb, Ra, Data
MSB LSB

送信バイト内容 Bit7 Bit6 Bit5 Bit4 Bit3 Bit2 Bit1 Bit0 備考

1Ah 1st 0 0 0 1 1 0 1 0
A5h 2nd 1 0 1 0 0 1 0 1 外字登録モード(6×8フォント)
Fb 3th * * * * Fb3 Fb2 Fb1 Fb0 登録文字数

Ra 4th * Ra6 Ra5 Ra4 Ra3 Ra2 Ra1 Ra0 登録アドレス

Data
5th
～

書き込むデータ
一文字当たり6byte

機能 ： 6x8フォントの外字を登録します。

・登録文字数(Fb[3..0])にて文字数を設定後、登録アドレスを20h-7Fhで指定後、外字データ（8バイト）を

  書き込みます。登録文字は、登録アドレス+外字データ（6byte)を1文字分とし、登録文字数分を登録し、

　コマンド終了となります。

・登録アドレス00h～1Fhへ登録はできません。

・書き込みデータは先頭アドレス（d1）から順に書き込ます。（外字登録イメージ参照）

・外字ON設定かつ、テキストサイズ設定が6x8ドットサイズの時に登録アドレスを指定することで  表示できます。

・本コマンドでデータを登録する前に必ずFROMデータ消去コマンドでユーザーメモリを消去して下さい。

・本コマンドはFROM登録モード時のみ有効となります。
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  外字登録イメージ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

名称 ： FROMデータ消去

コード ： 1Ah, A7h, DF
登録したFROMデータを消去するモードです。FROM登録モード時のみ受付可能です。

MSB LSB
送信バイト内容 Bit7 Bit6 Bit5 Bit4 Bit3 Bit2 Bit1 Bit0 備考

1Ah 1st 0 0 0 1 1 0 1 0
A7h 2nd 1 0 1 0 0 1 1 1 FROMデータ消去モード

DF 3rd * * * * * * 0 DF 消去内容

3rd byte DF 消去内容

0 BMPデータ領域

1 外字領域

機能 ： FROM内に登録したBMP/外字のデータを消去します。

・それぞれの登録データを消去することで登録コマンドが有効になります。

・本コマンドはFROM登録モード時のみ有効となります。
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コマンドシーケンスの例 

 
 

電源起動

一般コマンド設定

テキストコマンド スクロールボックス

BMP スクロール

FROM 関連 

カーソル位置設定 
言語設定 
外字設定 

テキスト入力 

各種設定等 

処理終了 

スクロールボック

スサイズ設定 

スクロール速度

設定 

テキストスクロー

ル文字書き込み

テキストスクロー

ル開始 

スクロール表示

BMP スクロール

開始アドレス 

BMP スクロール

開始 

スクロール表示

処理終了

テキスト表示 

処理終了

FROM データ消去 

BMP 
データ登録 

外字登録

テキストスクロール

（※）FROM 登録は電源起動後のみ対応可能であり、他コマンド受付後は FROM 登録することが

できません。(ノイズ等でもイリガルコマンドとして処理されてしまうためご注意ください) 
（※）誤作動防止のため電源立ち上がり後は信号レベルを安定させてください。 
（※）FROM 関連の FROM データ消去は約 10 秒程度かかる可能性があり、その間 BUSY が 

出力されます。 

ｿﾌﾄｳｪｱﾘｾｯﾄ

FROM 登録 FROM 登録する

FROM 登録しない

FROM 登録 
登録終了 再登録

ディミング設定 
表示位置設定 
BMP 書き込み 
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5. インタフェース仕様 

5-1. コネクタ接続 

CN1 (クロック同期シリアル) φ1.1mmスルーホール 6ピン(2.54mm  pitch) 
表-9 

ピン番号 信号名 備考 
1 +5V 電源 
2 SI シリアルデータ 入力 
3 BUSY ビジー信号 
4 CLK クロック 
5 CS チップセレクト信号 
6 GND グラウンド 
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外形図 
付図-1 
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回路ブロック図 
付図-2 
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表示文字コード 

 
半角文字 (8x16フォント、6x8フォント) 
 2 3 4 5 6 7 

0 SP 0 @ P ` p 
1 ! 1 A Q a q 
2 " 2 B R b r 
3 # 3 C S c s 
4 $ 4 D T d t 
5 % 5 E U e u 
6 & 6 F V f v 
7 ' 7 G W g w 
8 ( 8 H X h x 
9 ) 9 I Y i y 
A * : J Z j z 
B + ; K [ k { 
C , < L ¥ l | 
D - = M ] m } 
E . > N ＾ n ~ 

F / ? O _ o  

 
※ SPは空白スペースを表示します。 
※ 半角文字は各言語（簡体字、繁体字、日本語、韓国語）で共通です。 
※ 5Chは各言語により表示文字が異なります。 
 簡体字 ：  
 繁体字 ：  
 日本語 ： ¥ 
 韓国語 ：  
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(a) Simplified Chinese (GB2312) 
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(b) Traditional Chinese （Big5） 
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(c)日本語（Shift-JIS） 
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(d)韓国語(KSC5601) 
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6. 保証 
保証期間は弊社出荷後1年とする。 

 
7. 規制物資等の該非判定及び、輸出する際の注意事項 

本製品は、技術レベル的には外国為替管理令および輸出貿易管理令の規制上の物資

（役務）等に非該当となりますが、他の装置の為に特別に設計した部分品・付属品はそ

の装置の該・非判定により決定されます。 
本製品を貴社製装置にご使用頂く弊社製汎用品に付きましては、貴社にて該・非判定を 
お願いすると共に、汎用品についても兵器等の製造に転用されることのないようご確認

をお願い申し上げます。 
また、その結果、必要に応じた輸出手続等のご処置も併せてお願い申し上げます。 

 
8. 使用上の注意事項 
8-1. モジュールに取り付けられている蛍光表示管はガラス製品ですので、規定値以上の衝

撃を加えると破損することがあります。規定値以上の振動や衝撃を加えないように、十分

注意して取り扱って下さい。 
 
8-2. 電源電圧が規定値より低すぎる場合、点灯すべきドットが点灯しない場合があります。 

また、逆に高すぎる場合は点灯すべきでないドットが点灯する場合があります。 
このような現象が見られる場合には、電源電圧をチェックして規定の値にセットして下さ

い。 
 
8-3. 内蔵電源はDC/DCコンバータを使用しており、電源投入時約5倍のサージ電流が流れる

事があります。 
 
8-4. ノイズの影響を受けやすい環境下での使用は極力避けて下さい。信号に影響を及ぼし、

モジュールの正常動作を妨げる場合があります。 
 
8-5. 同一表示パタンで長時間点灯しますと若干の輝度ムラを発生する事があります。 

美しい表示品位を保つ為、同一表示パタンを避けて頂くことをお奨めします。 
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9. 環境対応 
本製品はRoHS適合品です。 

 
9-1. EU RoHS指令に対して 

含有禁止物質である６物質（カドミウム、六価クロム、鉛、水銀、ポリ臭化ビフェニル類 
（PBB類）、ポリ臭化ジフェニルエーテル類（PBDE類））がRoHS指令に規定される 
許容値以下、又は、適用除外項目に相当します。 
EU RoHS指令の適用除外については、EU RoHS指令第４条に準ずるものが対象と 
なります。 

 
9-2. 中国RoHSに対して 

規制物質である6物質（カドミウム、六価クロム、鉛、水銀、ポリ臭化ビフェニル類（PBB類）、

ポリ臭化ジフェニルエーテル類（PBDE類））の内「鉛及びその化合物」が含まれて 
います。 
「鉛及びその化合物」以外の規制物質は中国RoHSに規定される閾値以下です。 
EHS含有情報の表示は以下を参照下さい。 
＜EHS含有情報の表示＞ 
・ 含有部位：蛍光表示管（VFD）及び、プリント基板（PWB）の半田 
・ 含有化学物質：鉛及びその化合物 
・ 環境保護使用期限年数：10年 
・ 含有理由：現代の技術では代替できる物質がないため 

 

★お断り★ 
本仕様の記載内容は特性改善のため、断りなく変更する場合があります。 
御使用に際しましては、念のため弊社に御確認下さるようお願い申し上げます。 


